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要 旨 ； コ ン ク リート圧 縮 強度 が 設 計 基 準 強 度 を 下 回 る低 強 度 コ ン ク リ
ー

ト建 物 の 耐 震 限 界 性 能 を評 価す る こ

と を目的 と して ，コ ン ク リー ト強度，横補強筋比，主 筋 の 有無 載荷方 法 エ ポ キ シ 樹脂注 入 に よ る補修の

有無 を実 験 因 子 と し，低強度 コ ン ク リートを用 い た RC 柱 の 中心 圧 縮 実 験 を行 っ た。実験 の 結 果 か ら，コ ン

ク リ
ー

ト強度 に よ る応カ
ー

ひ ず み 関係の 違 い ，低強度 コ ン ク リ
ートに 対す る 横補強筋の 拘束効果，補修 に よ

る 強 度 上 昇 効 果 を把 握 した 。 ま た ， 横補 強 筋 に よる 拘 束 効 果 を考 慮 した Popovics式 を 用 い て ， 拘 束 され た 低

強度 コ ン ク リートの 応 カ
ー

ひ ずみ 関 係 をモ デル 化 した。
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ド ： 低強度 コ ン ク リ
ー

ト，中心圧縮，拘束効果，補修，Popovics式

1．は じめ に

　耐震診断 基 準
1）
で は ，

コ ン ク リート圧 縮強度の 適用 下

限 値を 13，5N ／mm
ユ
と し，そ れ 以 下 の 低皷 コ ン ク リート

の 場 合 は 基 本 的 に 耐 震 診 断 お よ び 改 修 の 対 象 外 と し て

い る。しか し，既存 RC 造建物 の コ ン ク リ
ー

ト強度が設

計 基 準 強 度 を下 回 り，　 10N ！mmZ 程 度 の 低 皷 で あ る建物

が 多 く存在 す る こ とは 確認され て お り
Z），診 断基準の 適

用範囲外 の 場合 に お い て も現行 の 評価式 を適宜外挿 し

て 耐力評 価お よび靭性能 評価 を行 い ，診断や 改修を実施

して い る こ とが あ る ． そ の た め ， 耐震診断 や 耐震補強を

実施す る以 前 に，低 強度 コ ン ク リートで あ る構 造 部材 ，

特 に柱 部材 の 構 造性 能 を把 握 し．定 量的 に 評価 す る こ と

が急務 で あ り，基礎的資料の 蓄積 は 不可欠 で あ る
3】。

　本 研 究 で は ，低 強 度 コ ン ク リート建 物 の 構 造安全 限 界

を適切 に評価す る こ とを目的 とし，低強度 コ ン ク リ
ー

ト

を用い た RC 柱部材 の 中心圧縮実験 を実施 し，コ ア コ ン

ク リートの 力学 的性 質，横補強筋 に よ る 拘 束 効 果，応 力

と ひず み の 関係 を検討 した 。 ま た，あ る程度損傷した 後

エ ポ キ シ 樹脂 で 補修 した コ ア コ ン ク リートの 補修 効果

につ い て も検討 し た。
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2，実験概 要

2．1 試験体

　試験体の 形状お よび 配 筋を図一1 に，試験体
一

覧を表

一1 に 示 す。試 験体 の 断 面 は 185x185   ，高 さ 550 

と し，上下 125  区間 は横補強筋を多量に配筋 し，中

央 の 300  を 試 験 区 間 と して い る。全 ての 試 験 体 に お

い て ，柱 断面内 の コ ア コ ン ク リートの 応カ ーひ ず み 関係

を得るた め に，か ぷ りコ ン ク リ
ー

トを除い た。実験因子

は、コ ン ク リート強度 （目標 圧 縮強度 10MPa
，
30MPa ），

横補強筋比 （ん
＝0．OO， 0、30， 0．60， 0．90％）， 主筋の 有無 ，

載荷方法 （単調，
一

方向 繰 返 し），エ ポキ シ 樹 脂に よ る

補修 の 有無 と し， 試 験体 数 は 計 18 体 で あ る 。 な お ， 横

補強筋比 は，か ぷ りコ ン ク リートを有する柱 断面 220×

220mm に 換算 し て 設 定 し た。横補強筋は 拘束効果 の 検討

の ため SD295 の 異形鉄筋 D6 を全試験体共通で 使用し，

主筋 は既存建物を想定 して SR295 の 丸鋼φ13 を用 い ，主

筋 の な い 試 験 体 は細径 の 丸鋼φ3 で 横補 強 筋 を配 筋 した 。

　ま た，エ ポキ シ 樹脂 に よ り補修す る試 験体は，竣 工 後

に 長い 年 月 を経 て やや大 き な地震 を受 け た こ と を 想定

し，拘束 され て い な い コ ン ク リー トに ひ び割 れ が 発生 す
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一

図
一1　試験体形状，変位計位置．樹脂注入位置
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表一1　試験体
一
覧

主 筋 横補強筋

試験 体名
霜
1

断 面

わXD

（11m1 ）

コ ン ク リ

ート強度

（MPa ）
配 筋

（鉄 筋比 ）
強度 配筋

横補強筋

比
’2

（％ ）

補修

の 有 無

載荷

方法

LNOO−NM 一 0，00

LN30 −NM 2−D6 ＠％ 0．30

LN60 −NM
10

2−D6 ＠48 0，60

LN90−NM 2−D6＠32   90 単調

llN30−NM ｝ ｝ 2−D6 ＠96 0，30

HN60 −NM 30 2−D6 ＠48 0，60 無

HN90 −NM 2−D6 ＠32 0．90

LN30．NC 2−D6 ＠96　　） 0．30

LN90 −NC
10

2−D6 ＠32　　〕 0，90
繰返 し

LR60 −NM185XI85 10

HR60 −NM 30

　4・φ13

ψ、

；1・05％ ）
SR2952 −D6 ＠48 0．60 単調

LN30−RM 自

LN30 −RMb
2−1）6＠96 0．30

LN60 −RM 10 一 2−D6＠48 0、60

LN90 −RMa 有 単調

LN90 −RMb
2−D6＠32 0．90

LR60・RM 10

HR60 −RM 30

　4一φ13

ψ，

＝1・05％ ）
SR2952 −D6＠48 0，60

拿 1 ：試 験 体名 は ，コ ン ク リート強度aL，H ），主筋の 有無（R，N ），横補強 筋 比 ， 補修の 有 無 （R 劃 ）， 載荷方 法（MC ）の 順
＊2 ：柱断 面 220× 220  に 嗣

一
る横 補 強 筋 比

表
一2 　調合計画

呼 ぴ 強度
水 セ メ ン

ト比 〔％ 〉

単位量 （k釧m3 ） 細骨材率

　 （％ ）

空 気 量

（％ ）

ス ラ ン プ

　 （cm ）セ メ ン ト 水 細骨材 粗骨材 混和剤

尺10 140 154 215 941 881 231 53，0 45 18．0

瓦 30 　 52−　．．． 356 185 849 goo 4．45 48．9 4．5 18．0

る 程 度の 圧 縮力 と し て ，目標圧 縮強度 に 断 面積を乗 じた

軸力 （呼 び 強度 10MPa の 試 験 体 は 軸 応力 9MPa の 300kN ，

坪び 強度30MPa の 試験体は軸応力 29MPa の 1000kN）で

5 回繰返 し載荷 して損傷を与えた後，エ ポキ シ樹脂を注

入 す る こ と に よ り補修 し た。なお ，横補強筋 比 0．3％ の

LN30 ・RM と 0．9％ の LN90 −RM の 実験 は，2体 ず つ 行 っ た

た め，試験体名 の 末尾 に a と b を付 加 して 区別 した ．

2、2 使用 材料

　使用 した コ ン ク リ
ー

トの 調 合計画 を表一2 に示 す。目

標圧 縮強度 10MPa の 調合は，　JASS5の 水 セ メ ン ト比 算定

式
4〕
を外 挿させ て 水 セ メ ン ト比 14〔既 と し， 混 和剤 に よ り

打設時の 材料分離 を抑 制 して い る ．
コ ン ク リー トの 材料

試験結果 を表一3 に、鉄 筋 の 引張 試 験結果を表
一4 に 示

す，な お，コ ン ク リートの 養生条件は 現場封緘養生 と し，

材料強度 は 試験体加力 の 前後 に 行 っ た 各 々 3 体ずつ の

100 φ × 200  シ 1ル ダーに よ る材 料 試 験 髞 の 平均 1直

と した。また，補修 で 使用 した エ ポ キ シ 樹脂 の 材料強度

は 圧 縮強度 88MPa ，曲げ強度 SgMPa ，ヤ ン グ係数 2GPa

で あ る。

表一3　コ ン ク リートの 材 料試 験 結果

設 計

強度

（MPa ）

養生

条件

圧 縮

強度

（MPa ）

割 裂

強度

（MPa）

弾性

係 数

（GPa）

10 封 緘 9．1 1．2 18、7

30 封緘 28．  29−．一 27，3

表
一4　鉄筋 の 引張試験結果

鉄 筋

種類

降伏

強度

（MPa ）

弾性

係数

（GPa ）

降伏

ひず み

（μ）

破断

伸び

（％ ）

D6 410
窄

184 2231 15．4

φ13 321 196 1640 26．6
孛

：0，2％ オ フ セ ッ ト耐力
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2．3 補修方法

　設 定圧 縮 力 で 損傷 させ た 試験体 に 下 地 処理 を施 し，図

一1に 示 す 樹脂 注 入 位置に 直径 7  ， 深 さ 50  の 穿孔

を行 う。そ の 後，ス プ リン グ方式の 注入加圧器具を取 り

付 け，エ ポ キ シ 樹 脂 （使 用 量 1、Okg） を o．D6N ／ 
2
で 加

圧 注 入 し，72時間養生 し硬 化 させ て 補修完了 とした。

2．4 加 力 ・計測 方 法

　加 力方法 は 5MN 圧縮試 験機 を用 い ，単調 お よび
一
方

向繰返 し載荷 と した。繰返 し載荷 は．最 大 ま で 100kN ず

つ で ，最 大 以 降は 50kN ず つ で 載荷 ・除 荷 を 1 回 繰 返 す

こ とを 目標 と した。計測項 目 は，軸圧縮力，図
一1 に 示

す 4 面 に設置した 試験区 間の 軸方向変位，主筋の ひ ずみ

値 で ある。軸方向変位 の 計測区間は，降伏機構 に おける

柱 せ い 程度 の 降伏 ヒ ン ジ の 形成を想定 し て 試験区間と

同
一
の 300mm と し，各試 験 体 の 比 較検 討 を行 うた め に

全 試験体共 通 と した。なお，試験区間 の 軸方 向変位 を計

測 区 間 で 除 した 平均 ひず み を 軸ひ ずみ と し て 定義 した。

3．実験結 果

3．1 破壊性 状

　代表的な最終破壊状況 を図
一2 に示す。主 筋の ない 試

験体は，軸 ひ ずみ が 0．3％ 前後で 縦方向の 微細なひ び 割れ

が 生 じた 後に 隅 角部の コ ン ク リー トが 圧 壊 し，そ の 後最

大 荷 重 に 達 す る とほ ぼ同 時 に 多数 の ひ び 割れ が 発 生 し

た。軸 ひずみ が進行する に 伴い 表面の コ ン ク リートが 剥

落 し内 部 コ ン ク リートが 膨 らみ 拘束 が 失 われ る こ と で

最 終破壊 に 至 っ た 。 横補強筋比 が O，3％の 試験体で は横補

強 筋 の 間の コ ン ク リートに お い て 圧 壊 が 集 中 し激 しい
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損傷と剥落で 破壊 に至 っ た が，横補強筋比 が 0．9％の 試験

体で は 損傷 が あ る領域 に 集 中せ ず試験区間全 体 と な っ

て い た 。 主 筋の ある試験体 は，最大荷重 まで は 主筋の な

い 試験体とほ ぼ同様な破壊経過 で あ っ た が，最大荷重以

降 に お い て 主 筋 の 座 屈 が 発 生 す る と 共 に 隅角部 と 表 面

コ ン ク リートの 剥 落が生 じ荷重低 下 を起 こ して 最終破

壊 に 至 っ た。ま た，破 壊 経 過 は コ ン ク リ
ー

ト強度，補修

の 有無 載荷方法 に よ る違い は ほ とん ど見 られ なか っ た
。

図
一2　最終磯壊状況

3．2 応 カーひ ずみ 関係

　金試験体の 軸応カ
ー
軸 ひ ず み関係 を 図

一3 に，実 験 結

果
…

覧 を表
一5 に 示 す。図 中 に は 主 筋の 降伏 時 を○ で，

補修時を●で 示 し，シ リン ダー
に よ る材料試 験 結果 の 応

カ
ー

ひ ずみ 関係 も示 した。なお，主筋の ある試験体 は ，

主筋 の 応カ
ー

ひ ずみ 関係を完全弾塑性 と し て 全 体荷重
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表一5　実験結果一覧

試 験 体 名

　基準化

横拘束応力

ρw σ鉢／ σ盈

最大 荷重

　P
叨  

　（梱 ）

最大 応力

　 σ諭

（MPa ）

最大応力時

ひ ずみ ε伽

　　（μ）

113割線

弾性係数

（GPa ）

最大の

　80％ 時

ひ ず み （μ）

補修前 の

残留 ひ ず

み 〔μ）

Popovics

式 の 曲線

形状係数 π

LNOO −NM o．oo 253 7．1 41Q3 12、0 ！U39 195

LN30−NM 0．14 342 9，6 10377 14．3 30902 L63

LN60 −NM 0．27 391 109 20280 1LI 57978 L41

LN90 −NM 041 488 13．3 32177 10．0 104446 L31

HN30−NM 0、04 937 262 3437 20．7 7595 177

HN60 −NM 0．09 1057 29．0 4777 19．7 11402 一 1．60

HN9 〔トNM 0」3 ll62 31．4 6103 18，5 16391 1．49

LN30 −NC 0．14 300 8．4 8227 10．0 26723

LN90 咽 C 0．41 510 14．1 40263 7．2 87377

LR6びNM 0．27 574 11．4 23950 13．2 36281

HR60 −NM 0．09 1180 28，3 5747 19．1 13381

LN30−RM 自 0，14 377 lO．4 7997 14，0 23511 2433

LN30 −RMb0 ．14 408 11．5 22967 9．4 34220 16895 一

LN60・RM 0．27 445 12，3 16063 10．1 53483 2740

LN90．RM 彑 0．41 565 15．6 47607 7．5 130047 3122

LN90 ．RMbo ．41 566 15．7 33】83 13．2 108816 3007

LR60 −RM 0．27 609 124 21810 ll．6 50643 1817

HR60 −RM 0．09 1247 30．1 5860 17．5 12823 1795

か ら主 筋負担分を除い た。い ずれの コ ン ク リート強度に

お い て も，横補強筋比 の 増加に 伴い 、最大 応力お よ び最

大応 力時 の ひず み が 増大 して い る こ とが 確認 で き る。弾

性 係数 は，横補強筋 比 が増加する と若干低下 し てい る が，

密 な 配 筋に お け る 打設 の 影響や材料 の ば らつ き が 関係

して い る と考えられ る。低強度 コ ン ク リートの 試験体は ，

横補強筋 の ない 試験体 で 曲線 形 状 が 材料 試 験結 果 と 同

様 の 傾 向 を 示 し，最 大応 力 以 降 の 応力 低 下 が 横補 強筋比

の 増加 に伴 っ て 緩や か に なっ て お り，横補強筋比 09 ％ の

LN90 −NM は 軸ひ ず み 7％ 程度 まで 最大応力 を保 持 し て い

る。一方，普通 強 度 コ ン ク リ
ー

トの 試験体は
， 横補強筋

比 が 増大 して も軸ひ ずみ 5％程度 ま で の 応 力 低 下勾配 が

ほ とん ど変わ っ て い な い
。 そ の た め，低 強度 と普 通 強 度

で は最 大 応力以降に お い て 拘束効果 が 異なると考 えら

れ，低強度 コ ン ク リ
ー

トは最大応力付 近 か ら横方向に大

き く は ら み だ して 破 壊領域 を拡大させ るた め 拘束効果

が発揮 され やす い と思われ る。ま た，主筋の あ る試験体

は ，軸 ひずみ 4％ 程度 ま で 主 筋の な い 試 験 体 と同 等 の 結

果 で あ るが，そ れ 以 降 は主 筋 座 屈 の た め に 主 筋 の な い 試

験体 よ りも応力 が小 さ く な っ て い る。一方 向繰 返 し載荷

の LN3 ぴ NC お よ び LN90 −NC は，単調載荷 の 試験体 とほ

ぼ 同 じ で あ り，繰返 し に よる負担圧 縮応 力低 下 の 影響は

ほ とん ど見 られ ない 。さ らに，補修 した試 験 体 は，無 補

修 の 試 験体よ り も圧 縮強度 が 若 干 lt昇 して い る こ と が

確 認 で き る 。 LN30−RMb は 補修前 の 5 回繰返 し加 力 にお

い て ，圧 壊 に よ り軸 ひ ず み が 2％ ま で 進行 し荷重低下 し

た が，補修後 は補修前および 無補修の 試験体 よ り強度上

昇 して い る。

3．3 拘束効果

　無補修 で 単調載荷の 試 験体に っ い て，最大応力と横拘

束応 力 の 関係 を 図
一4 に ，最大応力時の ひず み と横拘 束

応力の 関係 を 図一5 に 示 す。最大応 力 は 、横拘 束応 力 の

増大に 伴 っ て 大きくなっ て お り，そ の 増加率 は コ ン ク リ

ー
ト強度に よ らず ほ ぼ同 じ傾 向 を 示 して い る。

一
方 ，最

大応 力 時の ひ ず み は ，
コ ン ク リート強度 に よ っ て増加傾

向 が 異な り、低強度コ ン ク リ
ートは 普通強度 コ ン ク リ

ー

トに 比 べ て 横拘束応力 の 増大に よ る ひ ず み 増加 率が 大

き くな っ て い る。
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図一4　最大応力と横拘束応 力 の 関係
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図
一5 最大応力時の ひずみ と横拘束応力の 関係

3．4 補修効果

　補修の 有無 に よ る最大応力 の 比較を図一6 に 示す。エ

ポ キ シ 樹 脂 で 補 修 した 試 験 体 は，コ ン ク リ
ー

ト強度お よ

び 横補 強 筋 比 の 違 い に よ る影 響 は ほ とん どな く，い ず れ

の 試験体も圧 縮強度 で 10％ ほ ど強度上昇 した e た だ し，

最 大応力以 降の 圧縮軟化領域 に っ い て は，図
一3 に 示 さ

れ る よ うに 補修 の 有無で 明確 な 差は 見 られ ず，エ ポ キ シ

樹 脂 補修に よ る拘束効果 は 期待 で きない こ とが 確認 で

き る。

353D

欝 25

隻

三
2°

讐15

話　
le5o

　 LN30　　　　 LN60　　　　 LN創）　　　　 LR60　　　　 HR60
　 　 　 　 　 　 　 　 試験 体名

図
一6　補修の 有無 に よ る最 大応 力の 比 較

4，応カーひ ずみ 関係の モ デ ル 化

　低強度 コ ン ク リ
ー

トは 横補強筋 の 拘束効果 に よ り軸

ひ ずみ が 大 き く増大 し，応カ ーひ ずみ 曲線 も普通 強度 の

場合 と異な る た め，図
一3 に 示 され る よ うに 普 通 強 度 コ

bM　

腿

懐

嗤

0　　 0．1　 0、2　 0．3　 0．4　 0．5

　　　横拘束応 力PI，　qvy　1　ae

図
一7 基 準化 した 最大 応 力 と

　　　　 横拘束応力の 関係

．
e 　

、
■
u

6R

嗜

ン ク リートに対 して 提案 され て い る モ デ ル 例えば S，O で は精

度よ く表 現 で き ない 。そ こ で，簡易な形式 で 拘束効 果 を

定量化 し，低強度 コ ン ク リートか ら普通強度 コ ン ク リー

トまで 対応 で きる拘束 され た コ ン ク リー トの 応 カ
ー

ひ

ず み 関 係 をモ デ ル 化 す る。モ デ ル は，応力 上 昇域 と下降

域を連続的 に表現で き簡易な式 で あ る Popovis 式
T）を用

い る。Popovis式は，式 （1） で 表され る もの で，最大応

力，最 大応 力時 の ひ ず み ，曲線 形 状 を決 定す る値 n で 決

定 され る ため，各 々 に おい て横補強筋の 拘束効果 を取 り

入 れ る こ と と した。なお ，曲線形状は，主筋の 座屈や載

荷履歴 の 影響 を受 けず，横補強筋の みで拘束され ， 単調

載荷の 応カ
ー

ひ ずみ関係を対象 とした。

　無補修 で 単調載荷の 試 験体 に つ い て ，
シ リン ダーの 圧

縮強度 で 基準化 した 最 大 軸応 力 と横拘 束応力 の 関係 を

図 一7 に，シ リン ダー
の 強度時 ひ ず み で 基準化 した最大

応力時 ひ ずみ と横拘束応力の 関係 を 図
一8 に示 す 。 また

，

実験 で 得 られた最大値 で 基準化 し た 曲 線 か ら回帰 計算

に よっ て 求 め た，表一5 に 示 され る 曲線形状を表す 値 n

と横 拘 束応力 の 関係 を 図一9 に 示 す。

　最大応 力 お よ び 最大応力時 の ひ ず み を シ リン ダ
ー

の

材料強度 の 上 昇量 と して 評価 し，横補 強 筋 の 拘束 効果 を

最 小 二 乗法 に よ り回帰計算 した 結果，同図 中の 式 〔2）

お よび 式 〔3） を得 た。な お ，横拘束効果 の な い か ぶ り

コ ン ク リートの 圧 縮強度 は，一
般 的 に 使用され る シ リン

ダー圧 縮 強 度の O．85 倍 と した。ま た，シ リン ダ
ー

の 圧縮

強度 時 の ひ ず み e
。
は，文献 8）お よび 文 献 9） の 提 案 に 基

づ き，本材料試験結果との 対応が よ い こ とか ら式 （5）

〜 σ） で表現す る こ と とした。

　Popovics式 の 曲線形状係数 〃 は ， 横補強筋量が増大す

るほ ど低下 し，コ ン ク リート強度の 増加に よ り若 干 大 き

くな っ て い る。そ の た め，低強度コ ン ク リートで横補強

筋量が 多い 場合 で は，曲線形状を表す値 n が 1 に 近似 し，

曲線 の 形状が剛 塑性 に近 づ く こ とに な る e た だ し，式 （1＞

が 成 立 す る た め に は 曲線 形状 を表 す値 〃 は 常 に 1 以 上 で

あ るこ とが 必 要なた め，横補強筋量 の 増加 に伴い n
置1

に 近似す る よ うに 回帰分析を行 うこ と と した。最小 二乗

法 に よ る回 帰計算 か ら図一9 に 示 す 結果 を得 た。

O　　　O、1　　0．2　　0．3　　0．4 　　0．5

　　　横 拘 束 応 力ρvOPy ’aB

　図 一8 基準化 した 最大応力時

　　 ひ ずみ と横絢東応力の 関係
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図一9　曲線形状を表すtt　n
　　　　と横拘束応力の 関係
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　以 上 の 検討 に よ る モ デル と 実 験 結 果 の 比 較 を 図一10

に 示 す。モ デル は 圧 縮軟化域まで 実 験 結果 を概ね 表現で

きて い る。

σ 　　　　ε

σ
，m 　 ε．毋 ’卜 1＋ 〔ε〆6、田）

〃

σ、叩＝0．9S・σ B ＋1．50・P．・σ，．y

s．m ・
ら
・（i・ 27．8・P．・吋 σ

、1
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2・（σ 、160｝

”3

no ＝cxp （O．0256・σ s ）
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　 30GL
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〔1）

（2）

（3）

〔4）

（5）

（6）

（7）

： 拘束 コ ン ク リ
ー

トの 応力，ひ ずみ

： 拘束 コ ン ク リートの 圧 縮強度

：拘束 コ ン ク リートの 圧 縮強度時 の ひ ず み

シ リ ン ダー
の 圧 縮 強度 （MPa ）

； シ リン ダ
ー

の 圧縮強度時 の ひ ずみ

1 横補強筋比

： 横補強 筋 の 降伏 強 度 （MPa ）

シ リン ダ
ー

の ヤ ン グ係数

コ ン ク リートの 単位体積重量 （kN ／m3 ）

： シ リン ダー
の 応 カ ー一

ひ ずみ 曲 線 を表 す 値
9）

0

　 30

翁

竃 20

胡 10

5　 　　　　 10

軸 ひずみ （％）

15

0　　　　　　 5　　　　　　10　　　　　 15
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　図
一to 実験結果とモ デル の 比較

5．ま とめ

　低強度 コ ン ク リ
ー

ト建物 の 構造性能 を評価す る こ と

を 目的 と し，低 強 度 コ ン ク リ
ー

トを用 い た RC 柱部材 の

中心圧縮実験を行 い ，拘束 され た コ ン ク リートの 力 学的

性質お よ び横補強筋に よる拘束効果 にっ い て，コ ン ク リ

ート強度，横補強筋 量，載荷 方 法 に よ る違い を把握 し た。

ま た，損傷させ た後 に エ ポ キ シ 樹脂 注 入 に よ る補修 を 行

い ，補修効果 を確認 し た 。さ らに，横補強筋 の 拘 束効果

を定 量化 し，低強度 コ ン ク リートか ら普通 強度コ ン ク リ

ー
トま で 対応 した拘束 コ ン ク リートの 応カーひ ず み 関

係を Popovics式 を用 い て モ デ ル 化 した。モ デ ル は 実 験 結

果 を概ね表現 で き る こ とを示 した。
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